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〔初期マニュファクチュア)→マニュファクチ ι ア→工場と b、う発展段階規定の
現実にそくした再構成であったととは，レーニン自身がのべているところであ
る(r戸シアにおける資本主義の発展j， レー ニ γ全聾第3巻 581-582へージ)。剰余
価値生産こそが，まさに資本主義の本質規定であるとすれば，このようなマノレ
グユおよびレーュソによる資木主義の発展段階の把握は，けだし当然というべ







































したがって. ~資本論』第 1 部第13章自体においては，むしろ前段階(第12章「分





























1851 6.3 43.2 1.5 10.1 I 1.3 
1871 6.4 43.5 1.8 12.1 I 1.9 
1901 13.9 25.7 1.4 22.8 2.1 
1907 13.4 24.5 1.6 1.7 4.4 9.1 5.1 
1924 17.7 19.8 1.7 1.0 7.9 11.6 4.7 4.4 
1935 16.6 19.0 1.1 1.3 7.2 15.7 7.9 5.0 
1948 11.6 17.3 0.9 1.1 8.7 21.9 9.6 
アメりカ
1850 11.9 25.6 3.7 23 8.8 5.3 5.3 0.8 
1870 12.4 20.5 3.2 2.5 11.4 6.9 4.1 0.9 一1880 14.5 24.5 2.5 2.3 18.5 3.3 2.9 
1890 15.9 16.2 1.6 1.9 15.7 4.6 3.3 
1900 16.3 14.8 1.6 1.2 19.u 4.9 3.5 
1914 13.4 14.7 1.5 1.5 12.1 9.4 8.0 4.8 
J.927 13.2 16.4 1.0 1.8 12.9 12.0 9.2 5.8 
1939 14.4 12.8 0.8 1.2 15.3 12.0 7.3 5.5 
1947 13.0 14.4 0.7 1.7 14.4 16.3 7.2 5.4 
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第 2表主要工業製品生産の成長指数 (イギリスの場合 1913年~100)
(綿 1糸|ん|羊L糸 415l6 7 羊毛製品絹 品絹製品 人造絹糸
1851 30.3 25.8 29.8 28.6 176.6 185.6 
1871 55.4 51.0 55.4 51.8 246.5 242.6 
1891 76.5 71.9 77.0 75.4 213.6 242.6 
1901 72.0 70.8 80.0 78.1 116.6 214.0 
1913 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
1924 62.9 61.2 68.3 64.4 72.6 97.0 224.0 
1935 57.9 56.5 91.9 88.1 180.7 144.5 978.0 
1950 44.0 
|語8襲i童相 l船川内自LK4長214料
1851 13.9 13.1 12.2 52.4 46.1 
1871 38.8 33.3 31.6 26.5 66.8 
1891 58.9 54.6 62.9 74.0 63.0 
1901 71.6 69.0 79.6 92.0 85.0 
1913 lC日。 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
1924 86.5 91.1 71.3 62.2 300.0 99.3 368.9 
1935 90.8 92.6 25.4 52.7 918.1 76.4 652.2 
1950 149.3 214.4 52.4 I 1624.5 






























































































































































働者はそれに結合されて多能的作業を要請されている o つまり， こ乙において
























































































































































rchangeable 'principles) にもとづく大量生産体制が成立していた。 すなわち，
ここでは，すでに品種別職場作業組織が成立していたのである。(この点につい
ては， Alltm， G. C.， Thl:- IndustriaJ Development 01 B附叫ngh'.l，隅帥Jdthe Black Co-





















































































































































































































マフ〕組織(lineand staff organization)である n こうして，現在の発展段階づら
基準としてみれば，わたくしたちは，現実的な管理組紙の2つの類型=発展段

















































建てあげられた大工業において完成される。J (~資本論」第 1 部第四章第4 節，





























なわち. (1)作業組織. (2)作業機. (3)管理組織のわずれの視点からみても，現段
階よりも一段階低次の発展段階にあり，したがってそれらの要因によって決定
される資本の下への労働の実質的包摂も，必然的に現段階より一段階低次の発
展段階におしとどめられざるをえなかったことがわかった。そして，このこと
は，同時に，この当時の現状のもっとも進んだ発展段階を自らのもっとも具体
的な論理的規定として反映していると考えられる「資本論」第1部第13章の内
容を，あらためて，一定の歴史的限界性をもったものとして，したがってまた
現段階からみれば相対的に抽象的な論理的規定を表現するものとして，理解し
なおすことを可能にするものであった。
ところで，以上のような結論は，おのずから，現段階=独占段階は，自由競争段
階とは発展段階壱異にした，それ独自の資本の直接的生屋過程をもち，そこで
は質的に新しい内容の資本のー卜への労働の実質的包摂の深化が展開されていlる
ことを意味する。そして，この己との抽象的な見通しは，すでに本稿第E章の各
項で与えられてL、る。したがって，わたくしは，さらにこのような新しい資本の
直接的生産過程の成立が，具体的にどのような内容をもっていたのかをあきら
かにしなければならなし九これは，残された課題である。 (1968年 9旦26日〕
